定例市政記者クラブ・市長懇談会（６月分）の結果について
日時：平成２３年６月１７日（金）午後１時００分～２時００分
場所：市役所２階第１委員会室
出席者：市政記者クラブ１０社
【北海道新聞社、釧路新聞社、朝日新聞社、読売新聞社、毎日新聞社、日本経済新聞社、共同通信社、時事通信社、NHK、HTB】
会 見 内 容

1． 話題提供（５項目）

標茶町・弟子屈町との定住自立圏形成協定の締結について

■　釧路市は定住自立圏の形成協定について、今回、新たに標茶町、弟子屈町と協定を締結する運びとなり、６月２３日に合同調印式を行うこととなりましたので、ご案内いたします。
■　定住自立圏とは、中心市と周辺市町村が連携し、圏域としての「定住」と「自立」のために、必要な諸機能を確保しながら、魅力あふれる地域形成を目指す構想であり、総務省が進める施策の一つでございます。

■　当市は平成２１年１２月に中心市宣言を行ったのち､これまで５町村（釧路町、浜中町、鶴居村、白糠町、厚岸町）と協定を結んでまいりました。また、地域の皆様と圏域の将来像や具体的取組などについて協議を行う共生ビジョン懇談会を設置し、平成２２年９月には「釧路定住自立圏共生ビジョン」を策定したところであります。

■　この度の調印式をもちまして釧路市は釧路総合振興局管内の全町村と協定を結ぶこととなります。１市７町村が力を合わせまして、これまで以上に連携・協力し、圏域全体の活性化を目指してまいりたいと考えております。

■　今回、締結する協定中、新しい取組項目としては、弟子屈町との間で、スポーツ振興や健康づくりのため、指導者の相互派遣を行う連携を盛り込んでおります。
■　また、共生ビジョンについては、毎年見直しを行うこととなっておりますが、今後は標茶町及び弟子屈町をメンバーに加えた共生ビジョン懇談会を開催し、協議を重ねながら、本年９月をめどに取りまとめる予定であります。
元気な釧路創造交付金の事業提案について
■　今年度創設いたしました「元気な釧路創造交付金」につきまして、５月２日から５月３１日まで提案事業の募集を行いました。
■　提案のあった事業につきましては資料を配布しておりますが、書類審査の結果、要件を満たした９事業で、事業費では１，３５６万円、交付金の額としては１，２５７万円となったところでございます。
■　この９本の事業につきましては、６月２５日に審査会を開催し、提案者の皆さんからプレゼンテーションをしていただき、最終的な交付金事業を選定していく予定としております。
■　なお、審査会当日のプレゼンテーションは、国際交流センター２階視聴覚室で公開にて実施いたします。また、このプレゼンテーションの模様はインターネット中継を行う予定でありますので、併せてお知らせいたします。
■　審査は、副市長を委員長に関係各部長及び金融機関から２人を加え８人で審査に当たり、審査結果は６月２７日に発表いたします。
■　現在、提案のあった９事業について、市のホームページで６月２２日までの期間、市民の皆さんからの意見募集も行っているところであり、出された意見につきましては、審査の際の参考とさせていただくこととしております。
■　審査会による対象事業の決定後、交付申請を行っていただき、７月の上旬には事業の開始が可能となる予定でございますので、よろしくお願いいたします。
東日本大震災による被災者の受入・支援状況について
■　「東日本大震災による被災者の受入・支援状況について」でありますが、６月１５日現在での釧路市における避難者数は、住宅の提供、学校の転入学、乳幼児健診の相談など、市として把握しているもので、延べ５８世帯１４１人で、そのうち市の一時避難住宅に入居されている方は、延べ１６世帯、３５人であります。
■　一時避難住宅の入居者の内訳は、市営住宅が１世帯２人、ユタカコーポレーションさんの借上住宅が５世帯１０人、太平洋興発さんの借上住宅が１０世帯２３人でありまして、県別では、岩手県が７世帯１８人、宮城県が７世帯１３人、福島県が２世帯４人となっております。

■　一時避難住宅への入居者に対する支援といたしましては、民間企業から提供をいただきました寝具・テレビ・冷蔵庫などの支給のほか、ごみ収集袋の無償配布や家具・自転車などのリサイクル品の提供を行っておりますが、生活資金の貸付につきましては、社会福祉協議会の生活福祉資金６件の斡旋を行っております。
■　また、民間団体等との連携による被災者の支援につきましては、釧路市民生委員児童委員協議会と連携し、各地区の民生委員の方が、「対話を通しての心のふれあい」や「見守り」などの支援活動を行っております。また、市内のボランティア組織４団体とも連携し、物資の提供や一時避難住宅の入居対象外である避難者の受入れについて、ご協力をいただいているところであります。
■　一時避難住宅については、４月１日に最初の被災者を受け入れ、その後は、被災地で住宅を失われた方や原発事故に伴い避難が必要となった方を受け入れてきたところでありますが、５月２４日に宮古市の漁業者の方を受け入れて以来、出漁準備をされる漁業者の方の入居が増えており、６月１５日現在で６隻の漁業関係者を受け入れたところであります。
■　市といたしましては、被災者が生活を維持し、再建していくために、当市において適切な行政サービスや各種支援が受けられますよう、被災者の受入・支援につきましては、今後とも、全庁を挙げて取り組んでまいりたいと考えております。

亜細亜大学硬式野球部の釧路合宿について
■　６月１５日に亜細亜大学硬式野球部の夏季合宿が昨年に続き実施されることが正式に決定となりました。
■　当初、今月上旬に、同大学の生田勉監督が来釧され、記者発表する予定でございましたが、来月アメリカで開催されます「第３８回日米大学野球選手権大会」の日本チームのコーチを務められることとなり、日程的に調整がつかないことから、地元同窓会関係者からご報告を受けたものです。
· 合宿は、８月４日から１７日までの１４日間の日程で、約５０人の部員が参加し、釧路市民球場、同附属球場、同屋内練習場を使用して実施されます。
　　練習内容等は、現時点で未定ですが、専修大学や国士舘大学などとの練習試合が一般に公開されるほか、小学生を対象とした少年野球教室の開催も予定されております。
■　亜細亜大学硬式野球部の皆さんが冷涼な気候のもと有意義な合宿を行われることにより、本市の野球競技の普及振興に対して大きな刺激と効果を与えていただけるものと期待しており、温かいおもてなしの心でお迎えしたいと思っているところでございます。
釧路港東港区耐震・旅客船ターミナルの供用開始について
■　利用第一船となります大型旅客船「ぱしふぃっくびいなす」（26,594トン）の入港をもって、釧路港東港区耐震・旅客船ターミナルが供用開始となります。

■　明日(１８日)は、港湾関係者と多くの市民で「ぱしふぃっくびいなす」の入港をお出迎えした後、市主催の歓迎セレモニーを行います。午前１０時からは市と釧路開発建設部の共催による、新しいターミナルの供用開始式典を行う運びとなっております。

■　式典終了後には「釧路港おもてなし倶楽部」を中心とした、パラソルショップ、ステージイベント等、各種おもてなし行事が行われます。

■　また、「ぱしふぃっくびいなす」の運航会社のご好意により一般募集された市民参加のクルーズセミナーと船内見学会も行われる予定となっております。
■　私も入港の出迎えをいたしますが、旅客船は夜の１１時まで釧路に停泊していると聞いておりますので、多くの方々に旅客船が入ったロケーションを見てもらいたいと思います。
· 新しいターミナルを活用した、クルーズによる観光振興に取り組み、釧路市が色々なものを発信できるという流れになるものと期待しています。
【質　疑　要　旨】
（質問）
・耐震･旅客船岸壁としては、道内で何番目になるのでしょうか。全体事業費と釧路市の負担分、また、どのくらいの耐震強度を想定されているかお聞きします。
（市長）
・耐震･旅客船岸壁としては、道内初の完成です。事業費は全体で１０９億円、そのうち市の負担分は２５億円です。また、耐震強度は、これまでの地震で釧路港への影響が一番大きい釧路沖地震（マグニチュード７．５）を基準に設計しております。
（質問）
・今年のスポーツ合宿は、昨年と比べてどのような状況でしょうか。
（市長）

・現在、合宿を予定されている３０団体のうち１２団体が７～９月の間に会場の利用調整をしております。例年とほぼ同じ団体数ですが、初めて釧路市に訪れる団体も多く、合宿誘致活動が徐々に実を結んできたものと考えております。
（質問）
・元気な釧路創造交付金の審査会は、一般の方の傍聴も可能なのでしょうか。
（市長）

・どなたでも傍聴できます。会場は５０～６０人が入れる規模です。なお、審査会でのプレゼンテーションの様子は、インターネットで中継する予定です。また、２２日まで市民の皆さんからの意見を募集し、審査の際の参考にさせていただきます。審査はプレゼンテーション後、非公開で行い、発表は６月２７日を予定しております。
（質問）

・本州における節電の影響等から例年以上の来釧者が予想されますが、昨年と比べて今夏の長期滞在はどのような状況でしょうか。
（市長）
・長期滞在についてのお問い合わせは、現在のところ昨年に比べて２.８倍に増えております。昨年は２１組３６人の方が利用され、延べ滞在日数１,２００日でしたが、今年はそれ以上ということで７０人ほどを見込んでおります。
（質問）

・HAC（北海道エアシステム）についてですが、釧路－函館線が、機材トラブルの影響で、突然休止に追い込まれました。このことについて事前に周知はあったのですか。

また、今後、HACに対して市として新たに要望、要請するお考えはあるのでしょうか。３機体制から２機になってすぐに釧路－函館線の休止というのは、地方を軽視しているようにも見えるのですが。
（市長）
・事前に周知は無く、函館線休止についてはHACのホームページ公表後に知りました。

また、６月３０日に株主総会が開かれますので、的確に情報を出してもらいたい旨を話そうと思いますが、改めての要望は現在考えておりません。
函館線の休止は様々な見方があると思いますが、まずは道民の翼として運行体制の信頼を得てもらいたいと思います。
（質問）
・HAC、さらにJRでも事故が続いており、加えて、高速道路の無料化実験が終了することから、札幌との距離が遠くなっているように感じますが、どのようにお考えでしょうか。また、代替の交通機関についてお聞きしたいのですが。
（市長）
・広大な面積の北海道において都市間の交通アクセスの向上は、極めて重要な問題です。とりわけ釧路管内において高速道路はまだ供用されていないので、航空機や鉄道への依存度は高く、それら既存交通機関の信頼を構築することが道内における域内循環や地域経済力を高めることにもつながっていくと考えております。
また、代替交通機関につきましては、基本的には高速道路が重要な位置づけであり、道内の輸送力の中心になると考えますが、航空機、鉄道、自動車が組み合わさって北海道のスケールメリットを生かせると思いますので、そこでもやはり、安全性、信頼性を高めることが重要だと考えております。
（質問）
・釧路町との水道事業の統合問題についてお伺いしたいと思います。釧路町での起債償還と統合後に見込まれる老朽管の更新費用は、先日の釧路町議会で町長がこれまでの釧路市負担の方針を変更して、町で全て負担するということを発表したようですが、こうした町の考えについて市としては受け入れる方針なのか、お聞きしたいと思います。
（市長）
・これまでも平成２５年度給水区域化に向けて協議を進めてまいりましたが、協議している事項は、ほぼ合意を得たところです。釧路町でお話している内容と、私どもが話している内容が近くなってきているということですので、平成２５年度に向けて大きく進んでいるという認識をしています。
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